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はじめに
大型クラゲ（エチゼンクラゲ，写真 1）は，傘

径が 2 m近くに達することもある大型の根口クラ
ゲである。本種は渤海から東シナ海北部にかけて
分布しており，1900年代には時折（1920，1958，
1995年など）日本海でも大量に出現していた。し
かしながら2002年以降になると頻繁に夏～初冬に
大量出現するようになり，定置網漁業などに大き
な被害を与えている。

これらの大型クラゲは海流により黄海，東シナ
海北部から対馬海峡を通り日本海へ輸送された個
体であるため（Uye 2008），大量出現は，まず黄
海，東シナ海北部で大型クラゲが大量に発生する
こと，そして海流により大量の個体が対馬海峡を
通り日本海へ輸送される条件が重なった時に生じ
ると考えられている。大型クラゲの詳しい発生水
域は依然として不明であるが中国，韓国沿岸と想
定されており，発生直後の量を調査することは難
しい。一方，日本海への入口である対馬海峡の大
型クラゲ分布を詳しく把握できれば，日本海沿岸
各地への大型クラゲの到達日を予測して，漁業被
害軽減のため有効に対策を講じることが可能とな
る（図 1）。

本研究では，対馬海峡を横断する定期フェリー
から大型クラゲの目視観測を実施した。フェリー
目視観測は簡単な機材で短期間に行えることか
ら，広範囲な分布把握や調査頻度を高めるのに適
しており，フェリー目視によるクラゲ分布調査は
アイリッシュ海（Bastian et al. 2011）や黄海，
東シナ海でも行われている。

目視観測の方法
目視観測は2006～2011年の夏から秋にかけて 2

週間毎（年 8～12回）にフェリー「ニューかめり
あ」に乗船して実施した（図 2）。

フェリー「ニューかめりあ」およびその先代
フェリー「かめりあ」では，船底の超音波多層流
向流速計を用いて航路上の流れが詳しく調べられ

写真 1　定置網に入網した大量の大型クラゲ

図 1　対馬海峡の位置

図 2　各年の目視観測実施日
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対馬海峡を通過する大型クラゲは，ある程度大
きく成長しており，体も透明でなくピンク～茶色
なため裸眼で充分確認可能である。更に精度を増
すために，雨，強風の場合は目視観測を延期し，
光の海面反射の影響を避けるため，太陽を背にし
た位置から観測を行った。
また，目視観測の間隔は 2週間であり，大型ク

ラゲの初出現日を正確に把握するうえでは調査頻
度が不足している。そこで対馬南端の豆酘崎定置
網に初めて大型クラゲが入網した日を漁業情報
サービスセンターの大型クラゲ出現情報から得
て，対馬海峡での大型クラゲ初出現の指標とし
た。

大型クラゲ分布の傾向
大型クラゲの年間目視総数は2008年の出現無し

から2009年の11,141個体まで大きく変化した（表
1）。このような大型クラゲの大量出現やその変
動についての原因は，現在のところ明らかになっ
ていない。

目視総数が多かった2006，2007，2009年では，
夏に対馬海峡で初めて大型クラゲが確認された直
後にその年の最大密度（ 1回の観測の平均分布密
度2.0～16.7個体/10,000㎡）を示し，すぐに減少
した後，10月頃に量的には少ないが再び増加する
傾向が見られた（図 5）。一方，目視総数が少な
かった2010年は夏の出現ピークは見られず，秋に
少量の個体（最大0.2個体/10,000㎡）が観察され
た。

てきた（Takikawa et al. 2005など）。このため，
フェリー「ニューかめりあ」から目視をすること
は，大型クラゲの目視結果と流れとの関係の分析
を行う上で大きな有利性がある。フェリーは博多
～釜山間の約210kmを時速約40kmで一日一往復
しており，目視可能な昼の便（博多12：30発，釜
山18：00着）を利用した（図 3）。

2名の調査員が30分交代で海面20mの高さから
目視し，舷側から15m幅を通過するクラゲを10分
毎に集計した。GPSでフェリーの位置情報を取得
し（図 4），10分間に進んだ距離から10,000㎡当
たりの分布密度を計算した。

年 観測数 目視総数
2006 8 7,227
2007 8 848
2008 8 0
2009 12 11,141
2010 12 105

表 1　年別の目視総数図 3　「ニューかめりあ」航路図，オレンジ色で示し
た部分を対馬の位置とした。

図 4　フェリー「ニューかめりあ」，客室テラス（黄
色い丸）から目視。
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対馬海峡での夏の出現ピークは，長江起源淡水
の移動との密接な関係が指摘されている（Yoon 
et al. 2008など）。
水平分布をみると，対馬海峡西水道～対馬北東
沖で密度が高かった（図 6）。

対馬海峡西水道には対馬暖流主流域が分布して
おり，西水道における高密度域は対馬暖流によっ
て日本海へ輸送されている大型クラゲを捉えたも
のと考えられる。一方，対馬北東沖の高密度域
は，対馬の北東海域で形成される渦の影響を受け
て，当海域に大型クラゲが滞留して高密度に分布
した状況を反映したものだと考えられる
（Takikawa et al. 2005）。

おわりに
2006，2007，2009年に日本海では大型クラゲに

よる大きな漁業被害が発生しており，目視調査に
よる目視総数と漁業被害の発生状況は密接に対応
していた。国際フェリーを用いた目視観測は，日
本海に流入する大型クラゲの多寡を的確に把握で
きるため，出現のピークがある夏の対馬海峡での
出現状況を調査することにより，日本海への大型
クラゲ流入の量的傾向の把握が可能である。
また，大型クラゲによる漁業被害を軽減するた

め，日本海区水産研究所では本フェリー目視調査
やその他の調査結果を基に，日本海の流れを再
現・予測する数値シュミュレーションモデル（日
本海海況予測システム：JADE）を用いた大型ク
ラゲの分布・移動予測計算を実施している。
なお目視調査の結果は毎観測終了後にWebサイ

トで公開されている。ここでは紹介しきれなかっ
た最新の結果や他のフェリー目視調査結果なども
掲載しているのでぜひご覧いただきたい（http://
jsnfri.fra.aff rc.go.jp/Kurage/kurage_top.html）。
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図 5　観測毎の平均分布密度の季節変化。対馬南端
の豆酘崎定置網にはじめて大型クラゲが入網し
た日を矢印で示した。グラフのスケールは年に
よってそれぞれ異なる。

図 6　緯度で示した年間平均の水平分布


